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１
月
11
日
（
土
）、
令
和
２
年
占
冠
村
成
人

式
が
占
冠
村
議
会
議
場
及
び
占
冠
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
新
成
人
10
名
が
出
席
し
、
新
た
な

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
田
中
正
治
村
長
か
ら
、「
今
ま

で
の
常
識
や
知
識
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
多

く
の
課
題
が
こ
れ
か
ら
出
て
き
ま
す
が
、
柔
軟

な
思
考
力
と
体
力
、
お
互
い
を
尊
重
す
る
思
想

を
持
ち
、
困
難
な
課
題
に
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相
川

繁
治
議
会
議
長
か
ら
は
、「
政
治
的
に
も
経
済

的
に
も
大
変
難
し
い
時
代
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
正
し
い
判
断
と
英
知
に
よ
っ

て
、
正
し
い
道
を
見
定
め
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
前
途
が
健
康
で
幸
せ
一
杯
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。」
と

お
祝
い
の
言
葉
が
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
祝
宴
で
は
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
の
『
成
長
の
記
録
』
や
、
占
冠
村
の
応
援
大

使
で
あ
る
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

鶴
岡
選
手
と
堀
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ

オ
な
ど
が
上
映
さ
れ
、
参
加
者
は
懐
か
し
い
思

い
出
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
、「
こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
自

覚
を
持
ち
な
が
ら
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
行
き
た
い

で
す
。」、「
家
族
、
地
域
に
支
え
ら
れ
こ
の
よ

う
な
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」、「
村
で
学
ん

だ
こ
と
は
、
都
会
に
出
て
も
大
事
だ
と
思
う
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
『
教
え
』
を
大
切
に

し
た
い
で
す
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
挨
拶
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

令和２年　
占冠村成人式

成人式を迎え、これまで私を
支えてくださった全ての方々
に感謝の気持ちでいっぱいで
す。私は実際に働き始めたか
らこそわかる多くの苦労や、
社会で生きる上で大変なこと
もありました。これからは両
親や兄姉のような立派な社会
人になれるよう精進してまい
りたいと思います。

橘　美香さん

本日無事に成人を迎えることが
できたことを大変嬉しく思いま
す。こうして無事に成人を迎え
ることができたのは家族や周り
の人々のおかげだと思っており
ます。成人を迎えたという自覚
を持ち立派な大人になれるよう
これから頑張っていこうと思い
ます。今後ともよろしくお願い
いたします。

藤田　悠花さん

本日、無事に成人を迎えられ
たのも、両親や周りの方々の
支えがあったからこそだと思
っております。感謝の気持ち
を持って過ごし、少しずつで
もこのご恩を返していけるよ
うに尽力いたします。これか
らもご迷惑をおかけすること
があるかと思いますが、よろ
しくお願いいたします。

藤田　彩花さん

生まれ育った地でこうして成
人式を迎えることができ、幸
せな気持ちでいっぱいです。
新成人として自覚を持ち、周
囲の方々に今までの恩返しが
できるよう、自分らしく励ん
でまいりたいと思います。

山田　由菜さん

あまり成人したという実感が
ありませんが、社会人として
の自覚を持ち責任ある行動が
できるよう、そして自分自身
レベルアップできるよう日々
精進していこうと思います。

森　彩花さん

20年間育ててくれた親に感謝
し親孝行していけるよう頑張
りたいです。
成人としての自覚を持ち自分
の夢をかなえられるように努
力します。

多田　葵泉さん

この度自分は多くの方に出会い
支えていただいたおかげで晴れ
て成人式を迎えることができま
した。成人としてより一層自
覚ある行動をとりたいと思いま
す。そして家族をはじめ村民の
方々に育てていただいた20年分
のご恩と感謝を決して忘れるこ
となくこれからも仕事や私生活
に励んでいきます。

加藤　颯斗さん

無事成人を迎えることができ
たことを家族や地域の方々に
感謝しております。
これからも占冠村で学んだこ
とを大切にし将来の夢に向か
って精進していきたいと思い
ます。

堀江　優綺さん

成人としての自覚ある行動を
心がけていきます。
今日という日を無事に迎えら
れたことを感謝しています。
今後ともよろしくお願いしま
す。

冨田　悠介さん

二十歳という人生の節目を迎
えられたのは、今まで支えて
くれた家族や地域の方々のお
かげだと感謝しています。こ
れからは、占冠村に貢献して
いけるように頑張ります。

江頭　一馬さん
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